
１
　
東
日
本
大
震
災
被
害
額
と
復
興
財
源
の
調
達

（
１
）
被
害
額
の
推
定

平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
午
後
二
時
四
六
分
、
三
陸
沖
を
震
源
地
と
す
る
国
内
観
測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
の
大
地
震

が
発
生
し
た
。
こ
の
規
模
は
、
過
去
一
一
〇
年
間
に
地
球
上
で
発
生
し
た
地
震
の
四
番
目
の
大
き
さ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、

大
規
模
な
津
波
が
発
生
し
、
最
高
潮
位
九
・
三
メ
ー
ト
ル
、
津
波
の
遡
上
高
は
国
内
観
測
史
上
最
大
の
四
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
に
達
し

た
。
加
え
て
、
福
島
の
原
発
事
故
で
あ
る
。
津
波
と
同
時
に
発
生
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
級
の
原
発
事
故
は
、
今
な
お
応
急
措
置
も

終
わ
ら
ず
、
終
息
の
見
通
し
さ
え
立
っ
て
い
な
い
。
今
回
の
大
災
害
は
大
地
震
、
大
津
波
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
級
の
原
発
事
故
と
三

重
の
災
害
で
あ
り
、
複
合
災
害
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
（
１
）。

図
表
１
は
、
今
回
の
大
災
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
被
害
額
の
推
定
で
あ
る
。
六
月
二
四
日
に
公
表
さ
れ
た
内
閣
府
の
推
定
に
よ
る
と
、

被
害
額
は
約
一
六
兆
九
〇
〇
〇
億
円
で
あ
る
。
内
訳
は
、
建
築
物
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
、
社
会
基
盤
施
設
、
農
林
水
産
関
係
な
ど

の
被
害
額
で
あ
り
、
復
旧
費
の
総
額
で
あ
る
。
別
の
推
計
で
は
一
六
兆
円
か
ら
二
二
・
三
兆
円
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
被

害
額
の
推
計
に
は
、
い
ず
れ
も
原
子
力
事
故
に
よ
る
被
害
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
害
額
は
、
兵
庫
県
の
推

定
に
よ
る
と
、
復
旧
費
が
九
兆
九
二
六
八
億
円
、
復
興
費
を
含
め
る
と
一
六
兆
三
〇
〇
〇
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
被
害
額
は

復
旧
費
だ
け
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
一
・
六
倍
で
あ
る
か
ら
、
復
旧
・
復
興
費
と
原
子
力
事
故
の
被
害
額
を
加
え
る
と
、
六
月
二

（1）

復
興
債
発
行
の
政
治
経
済
学

中
島
　
将
隆



四
日
に
公
表
さ
れ
た
被
害
額
を
大
幅
に
上
回
る

こ
と
は
疑
い
な
い
。

（
２
）
復
興
財
源
調
達
の
多
様
な
提
案

復
興
財
源
を
如
何
に
し
て
調
達
す
る
か
、
こ

の
課
題
は
現
在
の
マ
ク
ロ
経
済
環
境
を
考
え
る

と
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
よ
り
非
常
に
厳

し
い
。
図
表
２
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
当
時

と
の
マ
ク
ロ
経
済
環
境
の
違
い
を
み
た
も
の
で

あ
る
。
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
財

政
事
情
は
全
く
異
な
る
。
財
政
赤
字
は
拡
大
し
、

歳
入
の
ほ
ぼ
半
分
は
国
債
に
依
存
し
、
政
府
債

務
残
高
は
世
界
最
悪
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
日

本
国
債
の
格
付
け
は
ト
リ
プ
ル
Ａ
か
ら
ダ
ブ
ル

Ａ
マ
イ
ナ
ス
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
少
子
高
齢

化
に
よ
っ
て
財
政
赤
字
は
今
後
も
拡
大
し
て
い

く
。
社
会
保
障
給
付
費
は
急
増
し
、
政
府
の
負

担
額
は
毎
年
一
兆
円
強
ず
つ
増
加
し
て
い
く
。

（2）

図表１　東日本大震災の被害額

（出所）東日本大震災復興構想会議『復興への提言』（資料編：作成中）平成23年６月25日

内閣府推計
(６月24日公表)

約16兆９千億円
（内訳） 建築物等　　　　　約10兆４千億円

ライフライン施設　約１兆３千億円
社会基盤施設　　　約２兆２千億円
農林水産関係　　　約１兆９千億円
その他　　　　　　約１兆１千億円

・各県及び関係府省からのスト
ック（建築物、ライフライン
施設、社会基盤施設等）の被
害額に関する情報提供に基づ
き、取りまとめたもの。今後、
被害の詳細が判明するに伴
い、変動があり得る。
・原子力事故による被害は含ん
でいない。

被害額 備考

16.0～22.3兆円 14.1～20.0兆円 原子力事故による被害は含まない。
被害額 復旧・復興のための国費 備考

（参考１）検討部会・河野専門委員推計（６月13日公表）

兵庫県推計
（平成７年４月５日）

約９兆9,268億円

国費　５兆200億円
（平成６年度～平成11年度）

※平成12年２月総理府「阪神・淡路大震災
復興誌」より

（注）兵庫県（復興10年総括検証・提言報告）によれ
ば、平成６年度～平成16年度の民間事業者等の
負担も含めた復興事業費は16兆3000億円（うち、
国は直轄事業、補助金等で６兆980億円を負担）。

被害額 復旧・復興のための事業費
（参考２）阪神・淡路大震災の被害額等

国土庁推計
（平成７年２月14日）

約９兆６千億円



こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
事
情
を
反
映
し
て
、
こ
れ
ま
で
復
興
財
源
調
達
に
つ

い
て
多
く
の
提
案
が
な
さ
れ
て
き
た
。

ま
ず
、
復
興
債
の
日
銀
引
受
発
行
で
あ
る
。
衆
議
院
の
山
本
幸
三
議
員
は
、

平
成
二
三
年
三
月
一
七
日
、「
今
こ
そ
『
二
〇
兆
円
規
模
の
日
銀
引
き
受
け
に
よ

る
救
助
・
復
興
支
援
』
を
」
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
主
張
し
た
。
山
本
議
員
の
緊

急
ア
ッ
ピ
ー
ル
は
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
次
い
で
、
六
月
一
六
日
に
は
超
党

派
の
国
会
議
員
二
一
一
名
が
「
増
税
に
よ
ら
な
い
復
興
財
源
を
求
め
る
声
明
文
」

を
発
表
し
た
。
復
興
財
源
は
増
税
で
は
な
く
日
銀
引
受
に
よ
る
復
興
債
発
行
で

調
達
せ
よ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
緊
急
ア
ッ
ピ
ー
ル
や
声
明
文
の
理
論
を
支

え
る
代
表
は
、
岩
田
規
久
男
『
経
済
復
興
』（
筑
摩
書
房
）
で
あ
ろ
う
。
岩
田
氏

は
同
書
で
復
興
財
源
調
達
の
た
め
復
興
債
の
日
銀
引
受
発
行
を
強
く
主
張
し
て

い
る
。

次
の
提
案
は
、
埋
蔵
金
や
政
府
の
保
有
す
る
資
産
を
売
却
し
て
復
興
財
源
に

充
当
す
れ
ば
、
増
税
も
国
債
増
発
も
回
避
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の

提
案
の
代
表
例
は
外
貨
準
備
活
用
論
で
あ
り
、
六
月
一
四
日
号
の
「
週
刊
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
」
で
根
津
氏
は
「
復
興
財
源
に
外
貨
準
備
を
活
用
せ
よ
」
と
論
じ
て

い
る
。
ま
た
、
同
誌
で
谷
内
氏
は
「
政
府
は
外
貨
準
備
の
八
割
を
活
用
せ
よ
」、

高
橋
氏
は
「
変
動
相
場
制
の
国
に
外
貨
準
備
は
必
要
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る
。

（3）

図表２　阪神・淡路大震災当時とのマクロ経済環境の違い

（出所）東日本大震災復興構想会議『復興への提言』（資料編：作成中）平成23年６月25日

社会保障関連の状況
①65歳以上人口とその
割合
②社会保障給付費

①1759万人（14.1％、Ｈ６年10月）

②60.5兆円（Ｈ６年度）

①2958万人（23.1％、Ｈ22年10月）

②105.5兆円（Ｈ22年度見込み）

阪神・淡路大震災当時 東日本大震災
経済財政状況
①名目ＧＤＰ
②国・地方の基礎的財
政収支
③一般会計公債依存度
④国・地方の長期債務
残高
⑤日本国債の格付け

①489兆円（Ｈ６年度）
②対名目ＧＤＰ比▲3.2％（Ｈ６年
度）
③22.4％（Ｈ６年度）
④368兆円（Ｈ６年度末）（対名目
ＧＤＰ比75％）
⑤Moody's: Aaa, S&P: AAA, Fitch:

AAA

①479兆円（Ｈ22年度見通し）
②対名目ＧＤＰ比▲6.5％（Ｈ22年
度末見込み）
③45.8％（Ｈ22年度補正後）
④869兆円（Ｈ22年度末見込み）
（対名目ＧＤＰ比181％）
⑤Moody's: Aa2, S&P: AA-, Fitch:

AA-



以
上
の
二
つ
の
提
案
は
増
税
を
回
避
す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、
第
三
の
提
案
は
復
興
臨
時
増
税
と
復
興
債
発
行
は
や
む
を
得

な
い
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
財
源
調
達
に
奇
策
は
な
く
、
財
政
規
律
を
厳
守
し
、
子
孫
に
負
担
を
押
し
付
け
る
こ
と
な
く
、
現
役

世
代
で
平
等
に
負
担
を
分
か
ち
合
う
、
と
い
う
提
案
で
あ
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
開
発
機
構
「
復
興
財
源
を
考
え
る
」（
平
成
二
三
年

五
月
）、
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
「
復
興
へ
の
提
言
」（
平
成
二
三
年
六
月
二
五
日
）
は
、
こ
の
提
案
の
代
表
で
あ
ろ
う
。
特

に
復
興
会
議
の
提
言
は
答
申
で
あ
り
、
政
府
の
復
興
基
本
方
針
に
反
映
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

以
下
で
は
、
ま
ず
、
様
々
な
提
言
の
概
要
を
紹
介
し
、
次
い
で
問
題
点
を
検
討
し
、
最
後
に
復
興
基
本
方
針
の
現
状
と
問
題
点
を

考
え
て
み
た
い
。

２
　
復
興
債
の
日
銀
引
受
発
行

（
１
）
山
本
幸
三
議
員
の
提
案

山
本
幸
三
衆
議
院
議
員
は
、
平
成
二
三
年
三
月
一
七
日
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
今
こ
そ
『
二
〇
兆
円
規
模
の
日
銀
引
き
受
け
に
よ

る
救
助
・
復
興
支
援
』
を
」
と
ア
ッ
ピ
ー
ル
し
た
（
２
）。

主
張
の
要
点
は
、「
日
銀
国
債
引
受
は
、
デ
フ
レ
で
円
高
と
い
う
現
下
の
日
本
経

済
に
と
っ
て
最
適
な
経
済
政
策
で
あ
る
。
デ
フ
レ
や
円
高
は
、
貨
幣
ス
ト
ッ
ク
が
少
な
い
た
め
に
生
じ
て
い
る
。
し
か
も
未
だ
二
〇

兆
円
超
の
デ
フ
レ
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
と
き
に
政
府
や
日
銀
の
国
債
購
入
代
金
を
援
助
・
復
興
支
援
活
動

と
い
う
形
で
使
え
ば
確
実
に
市
中
の
貨
幣
ス
ト
ッ
ク
を
増
や
し
て
い
け
、
デ
フ
レ
・
円
高
対
策
と
し
て
有
効
で
一
石
二
鳥
で
あ
る
」。

山
本
議
員
は
三
月
一
七
日
に
引
き
続
き
、「
日
銀
・
財
務
省
マ
フ
ィ
ア
に
打
ち
克
て
る
か
？
」（
四
月
五
日
）、「
政
治
家
の
無
知
が

日
本
を
滅
ぼ
す
！
」（
五
月
一
〇
日
）
で
同
様
の
主
張
を
繰
り
返
し
た
が
、
こ
の
ア
ッ
ピ
ー
ル
は
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

ま
ず
、
全
国
知
事
会
は
三
月
三
〇
日
、
震
災
復
興
に
必
要
な
財
源
と
し
て
「
日
本
銀
行
に
よ
る
国
債
の
引
き
受
け
で
約
八
〇
兆
円

（4）



を
捻
出
す
べ
き
」
と
す
る
提
言
を
ま
と
め
た
。
全
国
知
事
会
の
泉
田
災
害
対
策
特
別
委
員
長
は
、
自
民
党
に
対
し
て
「
国
は
大
胆
な

財
源
確
保
を
行
う
べ
き
だ
」
と
強
調
し
、
復
興
予
算
の
財
源
と
し
て
、
日
本
銀
行
に
よ
る
国
債
の
引
き
受
け
で
八
〇
兆
円
の
捻
出
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
提
言
を
自
民
党
に
申
し
入
れ
た
（
３
）。

与
党
の
民
主
党
に
も
影
響
を
与
え
た
。
四
月
一
日
の
毎
日
新
聞
配
信
記
事
は
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。「
東
日
本
大
震
災
の

復
旧
・
復
興
対
策
事
業
費
の
財
源
確
保
策
と
し
て
、
民
主
党
内
で
『
復
興
税
』
の
導
入
や
、
国
が
発
行
す
る
『
震
災
国
債
』
を
日
銀

に
直
接
引
き
受
け
さ
せ
る
案
が
浮
上
し
て
い
る
。
…
民
主
党
の
特
別
立
法
チ
ー
ム
（
中
川
正
春
座
長
）
が
ま
と
め
た
『
復
旧
復
興
対

策
基
本
法
案
』
の
素
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
」
（
４
）。

さ
ら
に
、
山
本
議
員
の
主
張
は
党
派
を
超
え
て
国
会
議
員
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
山
本
議
員
が
幹
事
長
と
な
っ
て
、
超
党
派

の
「
増
税
に
よ
ら
な
い
復
興
財
源
を
求
め
る
会
」
が
次
に
み
る
声
明
文
を
発
表
し
た
。

（
２
）
超
党
派
国
会
議
員
「
増
税
に
よ
ら
な
い
復
興
財
源
を
求
め
る
会
」
の
声
明
文

平
成
二
三
年
六
月
一
六
日
、
党
派
を
超
え
た
国
会
議
員
で
構
成
さ
れ
る
「
増
税
に
よ
ら
な
い
復
興
財
源
を
求
め
る
会
」
が
声
明
文

を
発
表
し
た
。
声
明
文
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
大
震
災
か
ら
三
ヶ
月
を
過
ぎ
、
復
興
財
源
の
在
り
方
が
問
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
増
税
で
財
源
を
賄
お
う
と
い
う
案
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
場
合
国
民
一
人
当
た
り
数
十
万
円
に
も
上
る
大
増
税
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
で
は
十
年
以
上
も
デ
フ
レ
が
続
い

て
い
る
日
本
経
済
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
は
か
り
知
れ
ま
せ
ん
。
…
今
は
、
国
債
や
埋
蔵
金
な
ど
増
税
に
よ
ら
な
い
復
興
財
源
を
見
出
す

べ
き
で
す
。
…
よ
っ
て
、
以
下
の
理
由
か
ら
我
々
は
、
ま
ず
第
一
歩
と
し
て
、
政
府
と
日
銀
の
間
で
政
策
協
定
（
ア
コ
ー
ド
）
を
締

結
し
、
必
要
な
財
源
調
達
と
し
て
政
府
が
発
行
す
る
震
災
国
債
を
日
銀
が
原
則
全
額
買
い
切
り
オ
ペ
す
る
よ
う
求
め
ま
す
」。
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こ
の
声
明
決
議
文
は
超
党
派
の
国
会
議
員
二
一
一
名
が
署
名
し
た
。
内
訳
は
民
主
党
一
一
三
名
、
自
由
党
六
五
名
、
み
ん
な
の
党

一
六
名
、
公
明
党
二
名
、
国
民
新
党
・
新
党
日
本
五
名
、
社
会
民
主
党
四
名
、
無
所
属
三
名
と
な
っ
て
い
る
。
ね
じ
れ
国
会
の
中
で

党
派
を
超
え
て
二
一
一
名
が
署
名
し
た
こ
と
、
与
党
の
民
主
党
が
署
名
の
過
半
を
占
め
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

声
明
決
議
文
や
山
本
議
員
の
理
論
は
、
岩
田
規
久
男
氏
な
ど
の
主
張
が
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
岩
田
氏
の
論

理
構
成
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

（
３
）
岩
田
規
久
男
『
経
済
復
興
』（
筑
摩
書
房
　
二
〇
一
一
年
五
月
）
の
論
理
構
成

本
書
の
眼
目
は
、
ど
う
す
れ
ば
大
震
災
後
の
経
済
を
立
て
な
お
せ
る
か
に
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
甚
大
な

直
接
・
間
接
の
被
害
か
ら
復
興
を
果
た
す
た
め
に
は
、
膨
大
な
公
的
資
金
を
必
要
と
す
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
そ
う
し
た
公
的
資
金

を
ど
う
調
達
す
る
か
と
い
う
問
題
を
解
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
書
で
は
、
日
本
経
済
が
長
期
に
わ
た
っ
て
デ
フ
レ
不
況
に
あ
る

こ
と
を
考
慮
し
て
、
復
興
財
源
を
増
税
で
は
な
く
、
復
興
国
債
の
発
行
に
求
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
復
興
国
債
を
民
間
に
売
却

す
る
の
で
は
な
く
、
日
本
銀
行
に
引
き
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
」
（
５
）。

そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
は
し
が
き
で
要
約
し
て
い
る
。
要
点
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
だ
ろ
う
。
（
６
）

・
国
債
の
日
銀
引
受
発
行
は
「
禁
じ
手
」
と
し
て
反
対
す
る
人
が
多
い
が
、
国
債
の
日
銀
引
受
そ
の
も
の
が
イ
ン
フ
レ
を
引
き
起
こ

す
の
で
は
な
い
。
高
橋
是
清
が
工
夫
し
た
国
債
日
銀
引
受
発
行
に
よ
る
財
政
金
融
政
策
は
成
功
し
、
イ
ン
フ
レ
を
招
く
こ
と
な
く
、

経
済
危
機
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
イ
ン
フ
レ
が
亢
進
す
る
の
は
二
・
二
六
事
件
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
政
府
が
軍
事
費
を
調
達
す
る
た
め
、
日
銀
引
受
に
よ
っ
て
国

債
発
行
を
続
け
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
国
債
の
日
銀
引
受
発
行
が
イ
ン
フ
レ
を
も
た
ら
す
か
ど
う
か
は
、
発
行
方
式
に
よ
る
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の
で
は
な
く
、
そ
の
時
の
経
済
条
件
と
、
い
つ
ま
で
日
銀
引
受
を
続
け
る
か
に
依
存
す
る
。

・
従
っ
て
、
デ
フ
レ
に
よ
っ
て
経
済
が
停
滞
し
て
い
る
今
日
の
日
本
で
は
、
国
債
の
日
銀
引
受
発
行
で
イ
ン
フ
レ
を
招
く
こ
と
は
な

い
。

・
ま
た
、「
イ
ン
フ
レ
目
標
値
」
を
設
定
し
、
日
本
銀
行
に
そ
の
達
成
を
義
務
付
け
れ
ば
、
国
債
発
行
額
は
イ
ン
フ
レ
目
標
値
の
範

囲
内
に
と
ど
ま
り
、
イ
ン
フ
レ
を
招
く
こ
と
は
な
い
。

・
イ
ン
フ
レ
目
標
値
は
、
当
分
の
間
、
三
〜
四
％
が
適
当
で
あ
る
。
イ
ン
フ
レ
目
標
値
の
設
定
に
よ
り
財
政
規
律
は
守
ら
れ
る
。
イ

ン
フ
レ
目
標
値
を
守
る
に
は
、
国
会
の
議
決
に
よ
っ
て
復
興
国
債
発
行
額
を
イ
ン
フ
レ
目
標
値
の
限
度
に
留
め
れ
ば
よ
い
。

本
書
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
国
債
日
銀
引
受
発
行
が
開
始
さ
れ
た
昭
和
七
年
一
一
月
か
ら
昭
和
一
〇
年
後
半
ま
で
、
イ
ン
フ
レ
を

招
く
こ
と
な
く
物
価
は
安
定
し
て
い
た
。
ま
た
、
昭
和
四
〇
年
代
の
国
債
発
行
は
、
事
実
上
、
日
銀
引
受
で
あ
っ
た
が
、
財
政
イ
ン

フ
レ
は
生
じ
な
か
っ
た
。
高
橋
財
政
期
は
遊
休
生
産
力
が
あ
り
、
昭
和
四
〇
年
代
の
国
債
発
行
額
は
成
長
通
貨
供
給
量
の
範
囲
内
に

留
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
国
債
日
銀
引
受
発
行
が
直
ち
に
イ
ン
フ
レ
を
招
く
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
、
本
書
の
主
張
も
ふ
く
め
、
国
債
の
日
銀
引
受
発
行
に
は
重
大
な
問
題
を
内
包
し
て
い
る
。
次
に
み
て
い
こ
う
。

（
４
）
国
債
日
銀
引
受
論
の
問
題
点

ま
ず
、
高
橋
財
政
期
と
今
日
と
の
歴
史
的
条
件
の
違
い
で
あ
る
。
高
橋
財
政
期
に
は
、
金
解
禁
に
よ
っ
て
金
融
は
逼
迫
し
、
か
つ
、

高
金
利
で
あ
っ
た
。
国
債
を
市
中
公
募
で
発
行
し
よ
う
と
し
て
も
、
金
融
機
関
に
は
国
債
引
受
資
金
が
枯
渇
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、

高
橋
蔵
相
は
国
債
発
行
を
開
始
す
る
前
段
階
と
し
て
公
定
歩
合
や
預
金
金
利
を
引
き
下
げ
、
そ
の
上
で
、「
窮
余
の
一
策
」
と
し
て

日
銀
引
受
を
創
意
工
夫
し
た
。
低
利
の
国
債
を
日
銀
が
引
き
受
け
、
財
政
資
金
が
市
中
に
散
布
さ
れ
た
頃
を
見
計
ら
っ
て
、
売
り
オ
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ペ
を
行
っ
た
。
売
り
オ
ペ
が
成
功
し
て
い
る
間
は
、
日
銀
引
受
で
あ
っ
て
も
市
中
公
募
と
同
じ
で
あ
る
。
売
り
オ
ペ
に
よ
っ
て
低
利

国
債
の
利
回
り
が
市
場
金
利
の
基
準
金
利
と
な
り
、
低
金
利
政
策
が
推
進
さ
れ
た
。
当
時
に
お
い
て
は
、
日
銀
引
受
は
「
金
融
緩
和
」、

「
金
利
低
下
」、「
有
効
需
要
の
創
出
」
と
い
う
「
一
石
三
鳥
」
の
歴
史
的
役
割
を
果
た
し
た
。
現
在
は
当
時
と
異
な
り
「
資
金
余
剰
」、

「
預
貯
金
金
利
と
公
定
歩
合
は
ゼ
ロ
」、「
財
政
支
出
の
乗
数
効
果
ゼ
ロ
」
で
あ
る
。

次
に
、「
イ
ン
フ
レ
目
標
値
」
に
よ
る
財
政
規
律
の
維
持
に
つ
い
て
で
あ
る
。
イ
ン
フ
レ
目
標
値
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
フ
レ
目
標

値
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
可
能
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
仮
に
政
府
が
目
標
値
を
決
め
て
も
、
こ
れ
で
は
会
計
担
当
者
が
会
計
監
査

を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
監
査
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
三
〜
四
％
の
イ
ン
フ
レ
に
な
れ
ば
、
国
債
金
利
も
同

様
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
現
下
の
国
債
市
場
が
内
包
す
る
最
大
の
危
機
は
、
国
債
金
利
が
上
昇
す
れ
ば
利
払
費
が
急
増
し
国
債
危
機

が
顕
在
化
す
る
点
で
あ
る
。
新
規
債
と
借
換
債
の
発
行
額
は
、
毎
年
、
一
五
〇
兆
円
規
模
で
あ
り
、
国
債
金
利
が
上
昇
す
れ
ば
、
国

債
費
の
急
増
に
よ
っ
て
一
般
歳
出
が
圧
迫
さ
れ
財
政
破
綻
す
る
。
イ
ン
フ
レ
目
標
値
は
理
論
的
に
も
現
実
的
に
も
無
理
が
あ
る
。

更
に
、
国
債
日
銀
引
受
発
行
は
国
債
に
対
す
る
市
場
の
信
認
を
低
下
さ
せ
る
。
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
国
債
格
付
け
の
引
き
下
げ
要

因
は
政
治
リ
ス
ク
だ
け
で
あ
る
。
市
場
は
増
税
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
、
国
債
相
場
は
安
定
し
て
い
る
。
政
府
債
務
残

高
が
更
に
膨
張
し
、
そ
の
歯
止
め
に
疑
問
符
が
つ
け
ば
、
担
税
能
力
に
対
す
る
信
頼
が
失
わ
れ
、
国
債
格
付
け
は
引
き
下
げ
ら
れ
、

国
債
市
場
価
格
の
暴
落
は
避
け
ら
れ
な
い
。

国
債
日
銀
引
受
論
は
、
今
日
で
は
「
窮
余
の
一
策
」
で
も
な
け
れ
ば
「
妙
手
」、「
一
石
三
鳥
」
で
も
な
く
、「
禁
じ
手
」
で
あ
り

「
劇
薬
」
で
あ
る
。
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３
　
外
貨
準
備
活
用
論

（
１
）『
米
国
債
を
売
れ
』

復
興
財
源
の
調
達
は
、
何
も
増
税
や
復
興
債
発
行
に
頼
ら
ず
と
も
よ
い
、
政
府
の
資
産
を
売
却
す
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
提
案
が
あ

る
。
そ
の
代
表
例
が
外
貨
準
備
活
用
論
で
あ
り
、
政
府
が
保
有
す
る
米
国
債
を
売
却
す
れ
ば
、
復
興
財
源
を
調
達
で
き
る
と
い
う
提

案
で
あ
る
。

日
本
の
外
貨
準
備
は
、
平
成
二
三
年
四
月
末
時
点
で
一
一
三
五
億
ド
ル
（
約
九
二
兆
円
）
に
達
し
、
内
訳
は
外
貨
建
て
証
券
が
九

二
％
と
な
っ
て
い
る
。
詳
細
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
う
ち
約
七
割
が
米
国
債
だ
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
外
貨
準
備
は
過

去
二
〇
年
間
で
一
六
倍
に
膨
れ
上
が
っ
た
。

六
月
一
四
日
号
の
週
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
誌
は
、
外
貨
準
備
を
復
興
財
源
に
す
る
た
め
『
米
国
債
を
売
れ
』
と
特
集
し
、
賛
成
論
と

反
対
論
を
掲
載
し
て
い
る
。

ま
ず
、
賛
成
論
を
み
て
い
こ
う
。
根
津
利
三
郎
「
復
興
財
源
に
外
貨
準
備
を
活
用
せ
よ
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
復

興
財
源
を
め
ぐ
っ
て
増
税
か
国
債
発
行
か
と
い
う
路
線
対
立
に
は
ま
り
込
ん
で
い
る
が
、
先
ず
は
日
本
政
府
が
積
み
上
げ
た
巨
額
の

外
貨
準
備
の
取
り
崩
し
で
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
巨
額
の
外
貨
準
備
は
、
過
去
二
〇
年
間
、
政
府
が
為
替
介
入
を
し
て
円
売

り
・
ド
ル
買
い
の
操
作
を
繰
り
返
し
た
か
ら
で
あ
る
。
今
日
で
は
為
替
介
入
の
必
要
は
な
い
。
為
替
レ
ー
ト
は
原
則
市
場
に
任
せ
て

お
り
、
外
貨
建
て
国
債
も
な
い
の
で
外
貨
準
備
を
保
有
し
続
け
る
理
由
は
見
当
た
ら
な
い
。

谷
内
満
「
政
府
は
外
貨
準
備
の
八
割
を
売
却
せ
よ
」
で
は
、
外
貨
準
備
は
政
府
の
借
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
、
こ
の
外
貨
準

備
は
大
き
な
為
替
リ
ス
ク
を
背
負
っ
て
い
る
か
ら
、
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
外
貨
準
備
八
割
を
売
却
せ
よ
、
と
主
張
し
て
い
る
。

高
橋
洋
一
「
変
動
相
場
制
の
国
に
外
貨
準
備
は
必
要
な
い
」
は
、
変
動
相
場
制
を
採
用
し
て
い
る
先
進
国
に
日
本
の
よ
う
な
巨
額

（9）



の
外
貨
準
備
を
積
み
立
て
て
い
る
国
は
な
い
、
廃
止
す
べ
き
だ
、
と
論
じ
て
い
る
。

外
貨
準
備
活
用
論
に
つ
い
て
は
、
洛
陽
の
紙
価
を
高
め
た
『
国
家
は
破
綻
す
る
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
　
平
成
二
三
年
三
月
）
の
共
著

者
で
あ
る
ラ
イ
ン
ハ
ー
ト
女
史
も
同
じ
提
言
を
し
て
い
る
（
７
）。

（
２
）
榊
原
英
資
氏
の
反
論

こ
れ
に
対
し
て
、
榊
原
英
資
「
外
貨
準
備
を
減
ら
せ
ば
円
高
に
な
る
」
が
反
論
し
て
い
る
。
ま
ず
、
米
国
債
を
売
却
し
て
復
興
財

源
に
充
当
す
る
こ
と
は
、
復
興
債
発
行
と
同
じ
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
政
府
の
保
有
す
る
米
国
債
は
外
為
証
券
と
い
う
政
府
の
借
金

に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
て
い
る
。
米
国
債
を
売
却
す
れ
ば
こ
の
借
金
を
返
済
す
る
必
要
が
あ
る
。
返
済
資
金
を
復
興
財
源
に
充
当
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
政
府
短
期
証
券
が
復
興
債
と
入
れ
替
わ
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
復
興
債
発
行
と
同
じ
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
兆
単
位
で
外
貨
準
備
を
取
り
崩
せ
ば
、
為
替
市
場
に
お
け
る
ド
ル
売
り
介
入
と
な
り
、
必
ず
円
高
に
な
る
。
一
兆
一
〇
〇

〇
億
ド
ル
の
外
貨
準
備
が
積
み
上
が
っ
た
の
は
、
過
去
に
お
い
て
巨
額
の
ド
ル
買
い
介
入
の
産
物
で
あ
り
、
一
兆
ド
ル
強
の
外
貨
準

備
が
維
持
さ
れ
て
き
た
の
は
、
も
し
減
ら
せ
ば
円
高
に
な
る
と
の
判
断
か
ら
で
あ
る
。

変
動
相
場
制
を
採
用
し
て
い
る
国
は
外
貨
準
備
を
持
つ
必
要
が
な
い
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
動
に
従
う
と

い
う
覚
悟
が
あ
れ
ば
正
論
で
あ
る
。
だ
が
、
現
実
に
六
〇
円
台
、
七
〇
円
台
に
な
れ
ば
、
必
ず
円
高
阻
止
の
声
が
上
が
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
極
端
な
円
安
に
な
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
あ
る
程
度
の
外
貨
準
備
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。
介
入
に
よ
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
雰

囲
気
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

榊
原
氏
の
外
貨
準
備
活
用
論
に
対
す
る
反
論
は
説
得
的
で
あ
る
。
昨
今
の
米
国
債
務
危
機
に
よ
っ
て
、
七
月
二
九
日
、
一
ド
ル
が

七
六
円
七
二
銭
ま
で
上
昇
し
、
戦
後
最
高
値
の
一
ド
ル
七
六
円
二
五
銭
の
更
新
を
伺
う
展
開
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
財
務
相
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は
為
替
介
入
を
排
除
し
な
い
と
述
べ
る
に
至
っ
た
（
８
）。

ま
た
、
ユ
ー
ロ
危
機
に
よ
っ
て
、
ユ
ー
ロ
が
ド
ル
に
代
わ
る
基
軸
通
貨
と
い
う

ス
ト
ー
リ
ー
は
夢
物
語
、
と
い
う
こ
と
が
明
瞭
に
な
っ
た
。
当
分
の
間
、
基
軸
通
貨
と
し
て
の
ド
ル
の
地
位
に
変
わ
り
は
な
い
。
米

欧
の
債
務
危
機
が
円
相
場
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
今
日
、
榊
原
氏
の
反
論
は
一
段
と
説
得
力
を
も
つ
。

４
　
復
興
構
想
会
議
の
提
言

（
１
）
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
の
設
置

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
計
画
の
青
写
真
を
描
く
た
め
、
平
成
二
三
年
四
月
一
一
日
、
菅
内
閣
は
「
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想

会
議
」
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
議
長
は
五
百
旗
頭
真
・
防
衛
大
学
校
長
、
議
長
代
理
は
建
築
家
の
安
藤
忠
雄
氏
と
御
厨

貴
・
東
大
教
授
、
特
別
顧
問
に
哲
学
者
の
梅
原
猛
氏
が
就
任
し
た
。
構
想
会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
一
五
名
、
検
討
部
会
は
一
九
名
で
構

成
さ
れ
、
異
な
る
多
様
な
分
野
か
ら
復
興
青
写
真
を
作
成
す
る
に
相
応
し
い
メ
ン
バ
ー
が
選
出
さ
れ
た
。

平
成
二
三
年
四
月
一
四
日
か
ら
六
月
二
五
日
ま
で
の
間
、
構
想
会
議
は
一
二
回
の
審
議
に
加
え
て
現
地
視
察
を
行
い
、
検
討
部
会

で
は
八
回
の
審
議
と
一
六
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
平
成
二
三
年
六
月
二
五
日
、「
復
興
へ
の
提
言
〜
悲

惨
の
な
か
の
希
望
〜
」
が
公
表
さ
れ
た
。

な
お
、
平
成
二
三
年
六
月
二
四
日
に
東
日
本
震
災
復
興
基
本
法
が
公
布
さ
れ
、
一
八
条
以
下
で
構
想
会
議
の
設
置
根
拠
・
権
限
等

が
定
め
ら
れ
た
。
構
想
会
議
の
提
言
は
、
法
的
に
も
こ
れ
か
ら
始
ま
る
復
興
の
青
写
真
と
な
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
提
言
の
骨
子
と
特
徴

六
月
二
五
日
に
公
表
さ
れ
た
資
料
は
本
文
、
図
表
、
提
言
資
料
編
（
作
成
中
）
で
あ
る
。
本
文
の
冒
頭
で
「
復
興
構
想
七
原
則
」
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が
掲
げ
ら
れ
、
復
興
へ
の
決
意
と
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
今
を
生
き
る
私
た
ち
全
て
が
こ
の
大
災
害
を
自
ら
の
こ
と
と
受
け
止

め
、
国
民
全
体
の
連
帯
と
分
か
ち
合
い
に
よ
っ
て
復
興
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
」（
原
則
七
）
と
し
て
、
復
興
の
決
意
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、「
被
災
地
域
の
復
興
な
く
し
て
日
本
経
済
の
再
生
は
な
い
。
日
本
経
済
の
再
生
な
く
し
て
被
災
地
域
の
真
の
復

興
は
な
い
。
こ
の
認
識
に
立
ち
、
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
日
本
再
生
の
同
時
進
行
を
目
指
す
」（
原
則
五
）
と
し
て
、
復
興
の
基
本

方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

冒
頭
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
復
興
七
原
則
は
、
日
本
国
民
の
総
意
で
あ
り
、
決
意
で
も
あ
る
。
映
像
で
流
れ
る
大
震
災
の
現
実
を
み

て
、
等
し
く
こ
の
思
い
を
抱
い
た
。

本
文
は
復
興
の
青
写
真
で
あ
り
、「
新
し
い
地
域
の
か
た
ち
」、「
く
ら
し
と
し
ご
と
の
再
生
」、「
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
に
つ
い

て
」、「
開
か
れ
た
復
興
」
の
四
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
文
で
は
具
体
的
な
提
言
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
提
言
に
つ
い

て
「
結
び
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
、『
減
災
』
の
考
え
方
に
基
づ
く
市
町
村
主
体
の
新
し
い
地
域
づ
く
り
の
方
法
を
提
案
し
た
。
次
い
で
、

地
域
再
生
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
の
活
性
化
の
方
向
性
を
提
示
し
た
。
さ
ら
に
、
原
子
力
災
害
に
対
す
る
対
応
策
を
示
す
と
と

も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
に
よ
る
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
新
た
な
方
向
を
提
唱
し
た
。
そ
の
上
で
、
つ
な
が
り
支

え
あ
う
こ
と
に
よ
る
開
か
れ
た
復
興
へ
の
道
筋
を
提
起
し
た
。
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
槌
音
が
、
日
本
全
体
の
再
生
に
結
び
つ
く
こ

と
を
わ
れ
わ
れ
は
深
く
願
う
」。

復
興
構
想
会
議
・
検
討
部
会
の
多
様
な
構
成
メ
ン
バ
ー
、
審
議
の
過
程
、
提
言
の
具
体
的
な
内
容
を
み
る
と
、
復
興
構
想
会
議
は

フ
ラ
ン
ス
の
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
が
任
命
し
た
日
本
版
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
タ
リ
委
員
会
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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（
３
）
復
興
の
た
め
の
財
源
確
保

提
言
の
本
文
第
二
章
で
、
復
興
の
た
め
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
財
源
の
議
論
な
く
し
て
復
興
は
語
れ
な
い
し
、
復
興
の
姿
な
く
し
て
財
源
の
議
論
も
語
れ
な
い
。
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し

た
今
回
の
震
災
か
ら
の
復
興
を
考
え
る
時
、
こ
の
考
え
が
基
本
と
な
る
。
…

わ
が
国
の
財
政
を
巡
る
状
況
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
当
時
よ
り
も
著
し
く
悪
化
し
、
社
会
保
障
支
出
の
増
加
等
に
よ
る
巨
額
の

債
務
も
、
こ
れ
か
ら
の
世
代
に
負
の
遺
産
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
わ
が
国
の
生
産
年
齢
人
口
は
今
後
一
〇
年
で
一
割
も

減
少
す
る
な
ど
大
幅
な
減
少
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
次
の
世
代
の
一
人
当
た
り
の
負
担
に
は
著
し
い
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
海

外
の
格
付
け
会
社
も
、
復
興
の
あ
り
方
と
わ
が
国
の
財
政
健
全
化
の
取
組
に
懸
念
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
次
の
世
代
に
負
担
を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、
今
を

生
き
る
世
代
全
体
で
連
帯
し
、
負
担
の
分
か
ち
合
い
に
よ
り
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
府
は
、
復
興
支
援
策
の
具
体
化
に
あ

わ
せ
て
、
既
存
歳
出
の
見
直
し
な
ど
と
と
も
に
、
国
・
地
方
の
復
興
需
要
が
高
ま
る
間
の
臨
時
増
税
措
置
と
し
て
、
基
幹
税
を
中
心

に
多
角
的
な
検
討
を
す
み
や
か
に
行
い
、
具
体
的
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
先
行
す
る
需
要
を
賄
う
一
時
的
な

つ
な
ぎ
と
し
て
『
復
興
債
』
を
発
行
す
る
場
合
に
は
、
日
本
国
債
に
対
す
る
市
場
の
信
認
を
維
持
す
る
観
点
か
ら
、
特
に
重
要
で
あ

る
」。復

興
財
源
の
確
保
に
関
す
る
提
言
は
、
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
。
ま
ず
、
復
興
財
源
は
次
の
世
代
に
負
担
を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、

今
を
生
き
る
世
代
全
体
で
負
担
を
分
か
ち
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
強
調
し
て
い
る
。
復
興
財
源
は
既
存
歳
出
の
見
直
し
、
基
幹
税

を
中
心
と
す
る
臨
時
増
税
、
償
還
財
源
に
裏
付
け
ら
れ
た
復
興
債
の
三
つ
を
明
示
し
、
か
つ
、
復
興
財
源
を
こ
の
三
つ
の
組
合
せ
に

限
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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三
つ
の
財
源
調
達
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
方
策
の
言
及
は
な
い
。
基
本
的
な
方
針
だ
け
を
明
示
し
、
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
は
、

政
府
の
決
定
に
委
ね
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
「
政
府
が
、
こ
の
『
提
言
』
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
誠
実
に
、
速
や
か
に
実
行
す

る
こ
と
を
強
く
求
め
る
」
と
結
ん
で
い
る
。

５
　
復
興
財
源
調
達
の
政
治
経
済
学

（
１
）
復
興
基
本
方
針
の
政
府
原
案

復
興
構
想
会
議
の
提
言
を
受
け
て
、
政
府
は
復
興
基
本
方
針
の
原
案
を
作
成
し
た
。
七
月
二
四
日
の
日
本
経
済
新
聞
は
、
復
興
基

本
方
針
原
案
の
ポ
イ
ン
ト
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

・
復
旧
・
復
興
の
総
額
は
二
三
兆
円
程
度

・
当
初
五
年
間
を
「
集
中
復
興
期
間
」
と
位
置
付
け
、
一
九
〜
二
〇
兆
円
を
投
入

・
一
次
・
二
次
補
正
を
除
く
一
三
兆
円
を
三
次
補
正
予
算
以
降
に
分
割
計
上
。
歳
出
削
減
で
三
兆
円
、
所
得
税
や
法
人
税
な
ど
基
幹

税
の
臨
時
増
税
と
税
外
収
入
で
一
〇
兆
円
を
賄
う
。

・
将
来
は
法
人
税
の
実
効
税
率
五
％
下
げ
を
実
現
。

・
規
制
・
制
度
の
特
例
を
迅
速
に
実
現
す
る
「
復
興
特
区
」
を
導
入
。

・
事
業
規
模
は
原
子
力
発
電
所
事
故
な
ど
の
状
況
に
応
じ
て
見
直
し
。

図
表
３
は
、
政
府
原
案
を
図
解
し
た
も
の
で
、
予
算
と
財
源
の
内
訳
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
て
い
る
。

復
興
財
源
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
復
興
基
本
方
針
の
政
府
原
案
を
詳
し
く
報
じ
て
い
る
。

「
一
次
・
二
次
補
正
予
算
を
除
き
今
後
五
年
間
で
必
要
と
な
る
一
三
兆
円
の
う
ち
、
三
兆
円
は
歳
出
削
減
で
ひ
ね
り
出
す
。
子
ど
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も
手
当
見
直
し
や
高
速
道
路
無
料
化
の
中
止
に
よ
り
歳
出

を
年
六
〇
〇
〇
億
円
削
減
、
こ
れ
を
五
年
間
続
け
る
。
残

り
の
一
〇
兆
円
は
赤
字
国
債
と
区
別
し
て
発
行
す
る
復
興

債
で
調
達
し
、
国
有
地
売
却
特
別
会
計
の
積
立
金
取
り
崩

し
な
ど
税
外
収
入
と
臨
時
増
税
で
五
年
を
メ
ド
に
償
還
す

る
方
向
だ
。
…
復
興
予
算
と
復
興
債
は
別
枠
扱
い
と
す
る

方
針
だ
。
ど
の
税
を
ど
の
程
度
上
げ
る
か
は
基
本
方
針
に
盛

り
込
ま
ず
、
八
月
下
旬
以
降
に
議
論
す
る
。
…
必
要
な
臨
時

増
税
の
規
模
は
最
大
一
四
兆
円
ま
で
膨
ら
む
見
通
し
」
（
９
）。

七
月
二
六
日
に
は
、
復
興
債
の
償
還
財
源
に
つ
い
て
政

府
原
案
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。「
政
府
は
二
六
日
、

東
日
本
大
震
災
の
復
興
財
源
を
賄
う
た
め
一
〇
兆
五
千
億

円
の
復
興
債
を
発
行
す
る
方
針
を
固
め
た
。
償
還
財
源
は

臨
時
増
税
で
一
〇
兆
三
千
億
円
、
税
外
収
入
で
二
千
億
円
。

臨
時
増
税
は
所
得
税
、
法
人
税
を
念
頭
に
『
現
行
税
制
に

対
す
る
付
加
的
な
定
率
増
税
』
を
明
記
す
る
。
同
日
夕
の

復
興
対
策
本
部
へ
報
告
し
、
与
党
と
協
議
を
経
て
二
九
日

に
も
正
式
決
定
す
る
」
（
10
）。

（15）

図表３　復旧・復興予算と財源（政府原案）

（出所）日本経済新聞　2011年７月24日

10年で23兆円程度

5年で19兆～20兆円

予
算

 6兆円 13兆円 4兆円

1次・2次補正で
計上済み

16年度
以降に
計上

2011～15年度
（当初2年程度で重点計上）

財
源

 3兆円 10兆円

11年度歳出
見直しや決
算剰余金

（将来検討）復興債（増税と
税外収入で償還）

インフラ整備など地域づくり…8兆～9兆円
 学校整備など暮らし再生…3兆円
 防災・減災対策…1兆円など

子ども手当見直しや高速無料化中止（年6000億円程度）

歳出
削減



政
府
の
復
興
基
本
方
針
原
案
は
復
興
構
想
会
議
の
提
言
に
沿
う
も
の
で
あ
り
、
提
言
の
基
本
方
針
を
具
体
的
な
現
実
の
政
策
に
反

映
し
た
も
の
と
い
え
る
。
臨
時
増
税
一
〇
兆
円
を
明
記
し
、
復
興
債
は
臨
時
増
税
で
担
保
さ
れ
る
こ
と
、
臨
時
増
税
は
所
得
税
と
法

人
税
だ
と
踏
み
込
ん
だ
こ
と
、
復
興
債
の
償
還
は
五
年
を
メ
ド
と
す
る
こ
と
等
、
復
興
構
想
会
議
の
提
言
に
応
え
る
内
容
と
な
っ
て

い
た
。

（
２
）
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
政
府
原
案

政
府
原
案
が
示
さ
れ
た
七
月
二
七
日
、
民
主
党
の
党
内
討
議
で
臨
時
増
税
に
反
対
の
大
合
唱
が
起
こ
っ
た
。
復
興
に
必
要
な
歳
出

額
に
は
異
論
は
無
か
っ
た
が
、
財
源
に
つ
い
て
は
国
債
で
賄
え
ば
よ
い
、
と
の
異
論
で
あ
る
。
七
月
二
八
日
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、

「
こ
れ
ま
で
毎
年
何
十
兆
円
も
借
金
し
て
い
る
の
に
、
復
興
債
だ
け
特
別
に
増
税
で
償
還
す
る
と
決
め
る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
主

張
で
あ
り
、「
増
税
論
を
唱
え
れ
ば
次
の
選
挙
で
落
選
す
る
」
と
の
恐
怖
が
あ
る
か
ら
だ
、
と
報
じ
て
い
る
（
11
）。

七
月
二
九
日
に
決
定
さ
れ
た
復
興
基
本
方
針
は
、
原
案
の
復
興
期
間
や
歳
出
額
に
つ
い
て
は
修
正
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
民
主
党
内

の
大
反
対
で
所
得
税
や
法
人
税
な
ど
基
幹
税
に
よ
る
一
〇
兆
円
増
税
を
明
記
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
復
興
債
の
償
還
期
間
に

つ
い
て
も
定
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
償
還
期
間
は
今
後
の
課
題
と
さ
れ
た
（
12
）。

修
正
さ
れ
た
復
興
基
本
方
針
で
は
、
増
税
議
論
が
振
出
に
戻
っ
た
。
復
興
債
は
従
来
の
国
債
と
区
別
し
て
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
償
還
財
源
は
不
透
明
で
あ
り
、
財
政
規
律
の
維
持
に
不
可
欠
の
償
還
期
限
も
不
透
明
で
あ
る
。
復
興
基
本
方
針
は
、
構
想
会

議
の
提
言
と
異
質
な
方
針
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

伝
え
ら
れ
る
政
府
原
案
の
党
内
議
論
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
今
後
、
復
興
債
の
借
換
え
、
赤
字
国
債
や
建
設
国
債
の
増
発
、
更

に
は
国
債
日
銀
引
受
発
行
の
提
案
が
な
さ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
日
本
の
財
政
が
危
機
に
直
面
し
て
い
る
現
状
が
完
全
に
忘
れ

（16）



去
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）
復
興
債
発
行
の
政
治
経
済
学

民
主
党
内
の
認
識
と
は
対
照
的
に
、
日
本
国
民
は
財
政
危
機
を
認
識
し
、
大
震
災
の
痛
み
を
共
有
し
て
い
る
。
日
本
経
済
新
聞
と

テ
レ
ビ
東
京
が
七
月
二
九
日
か
ら
三
一
日
に
実
施
し
た
世
論
調
査
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
財
源
を
臨
時
増
税
で
賄
う
こ
と
に

は
五
九
％
が
賛
成
し
、
反
対
の
三
二
％
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
た
（
13
）。

前
回
の
五
月
二
七
日
か
ら
二
九
日
に
実
施
し
た
世
論
調
査
で
は
、

復
興
財
源
と
し
て
の
増
税
に
反
対
が
四
六
％
と
賛
成
の
四
四
％
を
上
回
っ
て
い
た
（
14
）。

今
回
の
調
査
で
賛
成
が
反
対
を
大
幅
に
上
回
っ

た
の
は
、
復
興
構
想
会
議
の
提
言
に
国
民
が
共
感
し
た
か
ら
で
あ
る
。
復
興
債
の
担
保
と
な
る
臨
時
増
税
に
、
国
民
は
賛
成
し
て
い

る
の
だ
。

臨
時
増
税
は
復
興
債
発
行
の
焦
点
と
な
っ
た
。
臨
時
増
税
の
賛
否
を
巡
っ
て
、
復
興
債
発
行
は
政
治
経
済
学
の
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
第
三
次
補
正
予
算
で
こ
の
問
題
が
議
論
の
焦
点
と
な
る
が
、
如
何
な
る
理
論
で
臨
時
増
税
の
賛
否
が
議
論
さ
れ
る
か
、
次
の
世

代
に
負
担
を
先
送
り
し
な
い
た
め
に
、
し
っ
か
り
と
見
定
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

注（
１
）

東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
「
復
興
へ
の
提
言
」
平
成
二
三
年
六
月
二
五
日
　
一
頁
参
照

（
２
）

山
本
幸
三
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w

.yam
am

otokozo.com
/new

s/20110317.htm

（
３
）

平
成
二
三
年
三
月
三
〇
日
　
テ
レ
ビ
朝
日
ニ
ュ
ー
ス

（
４
）

毎
日
新
聞
　
四
月
一
日
（
金
）
二
〇
時
四
九
分
配
信
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（
５
）

岩
田
規
久
男
『
経
済
復
興
』
筑
摩
書
房
　
平
成
二
三
年
五
月
　
一
一
頁

（
６
）

同
上
　
九
〜
一
六
頁

（
７
）

「
週
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
平
成
二
三
年
六
月
一
四
日
号
　
松
浦
肇
「
有
事
の
備
え
を
今
こ
そ
使
う
べ
き
だ
」
参
照
。

（
８
）

日
本
経
済
新
聞
　
七
月
三
一
日

（
９
）

日
本
経
済
新
聞
　
七
月
二
八
日

（
10
）

日
本
経
済
新
聞
　
七
月
二
六
日

（
11
）

日
本
経
済
新
聞
　
七
月
二
八
日

（
12
）

日
本
経
済
新
聞
　
七
月
三
〇
日

（
13
）

日
本
経
済
新
聞
　
八
月
一
日

（
14
）

日
本
経
済
新
聞
　
五
月
三
〇
日

（
な
か
じ
ま
　
ま
さ
た
か
・
特
別
嘱
託
研
究
員
）
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